
吉

蔵

の

「無

磯
」

の
思
想

と

『華

厳

経
』

木

村

清

孝

中
国
階
代
に
活
躍
し
た
吉
蔵

(
五
四
九
-
六
二
三
)
は
、
か
な
り
意
欲

的
に

『
華
厳
経
』
の
思
想
に
取
り
組
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と

は
、
か
れ
が

『
華
厳
遊
意
』

一
巻
を
著
わ
し
て
い
る
点
か
与
も
十
分
に

窺
わ
れ
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
吉
蔵
の
場
合
に
は
、
三
論
教
学
の
大

成
者
と
し
て
の
役
割
が
強
調
さ
れ
る
あ
ま
り
、
そ
の
事
績
に
直
接
関
係

の
な
い
事
柄
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
本
格
的
に
論
究
さ
れ
て
は
こ
な

か

つ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
か
れ
の

『
華
厳
経
』
に
対
す
る
関
わ
り
方

の
問
題

も
、
そ
の

一
つ
で
あ
る
。
だ
が
、
実
際
に
は
、
吉
蔵
は

『
華
厳

経
』
を
仏
教
の
根
本
的
立
場
を
表
わ
す
も
の
と
し
て
高
く
評
価
す
琵
と

と
も
に
、
『
華
厳
経
』
か
ら
大
き
な
影
響
を
受
け
な
が
ら
自
ら
の
思
想
を

構
築
し
て
い
る
。

こ
こ
に
、
吉
蔵
に
お
け
る
華
厳
経
思
想
の
受
容
と
い

う
問
題
が
究
明
さ
れ
る
べ
き
理
由
が
存
す
る
の
で
あ
る
。
本
論
文
は
、

か
れ
の
思
想
の
積
極
的
方
面
に
お
け
る

一
つ
の
頂
点
を
示
す
と
考
え
ら

れ
る

「
無
擬
」
の
思
想
を
取
り
上
げ
て
こ
れ
を
解
明
し
つ
つ
、
そ
の
思

想
の
形
成
に
及
ぼ
し
た

『
華
厳
経
』
の
影
響
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
と

す
る
も

の
で
あ
る
。

さ

て
吉

蔵

は
、
『
中

論

疏
』
の
中

で
、

有

無

の

二
見

を

破

し

て
解

脱

を

得

る

と

い

う

こ
と

を

め
ぐ

つ
て
、

次

の
よ

う

な

問

答

を

行

な

つ

て

い

る
。問

。

云
何
破
耶
。

答
。
観

一此
眼
根

(
本
来
空
寂
。
故
不
レ
同
二
六
家
之
有

殉
錐
二

畢
寛
空

而
眼
見
宛
然
。

故
異
二
方
広

之
無
殉
故

浄
名
経
云
。
有

二仏
世
尊

得

二真
天
眼

悉
見
こ諸
法

不
レ
以
三

一相
義

殉
華
厳
経
云
。

眼
根
入
二
三
昧

耳
根
起

二
正
受
殉
観
二
眼
無
生
無
自
性

説
二
空
寂
滅
無
所
有
殉
如
レ
此
等
文
、

並
明
二眼
根
宛
然
、
而
無
レ
所
レ
見
、

錐
レ
無
レ
所
レ
見
、
而
無
7
所
レ
不
レ
見
。
故
空

有

無
擬
。
空
有
既
無
擬
、
一
根
為
二
六
用

哨
六
根
為
二
一
用
殉
用
能
為
二
無
用

無
(
2
)

用
而
能
用
。
以
二用
無
畷
殉
是
故
、
唯
仏
得
二称
為
7我
。
我
者
、
謂
自
在
義
。

す
な
わ
ち
、
吉
蔵
は
こ
こ
で
、
有
無
の
二
見
を
ど
の
よ
う
に
破
す
る

か
と
い
う
問
い
に
答
え
て
、
ま
ず
、
眼
と
い
う
感
覚
器
官
が
そ
れ
自
体

本
来
的
に
空
寂
で
あ
り
な
が
ら
、
し
か
も
、
さ
な
が
ら
に
も
の
を
見
る
、

と
い
う
。
次
に
、
そ
の
教
証
と
し
て

『
浄
名
経
』
す
な
わ
ち

『維
摩
経
』

と

『
華
厳
経
』
の
こ
と
ば
を
引
き
、

こ
れ
ら
は
眼
が
さ
な
が
ら
に
見
な

が
ら
見
る
と
こ
ろ
が
な
く
、
し
か
も
見
な
い
と
こ
ろ
が
な
い
と
い
う
こ

吉
蔵

の

「
無
擬
」

の
思
想

と

『
華
厳
経
』

(
木

村
)

五
七

-581-



吉
蔵

の

「
無
擬
」

の
思
想

と

『
華
厳
経
』

(木

村
)
 

五
八

ど
を
明

ら
か
す
る
も
の
で
あ
る
と
論
ず
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
か
ら

一
般

的
な
論
理
と
し
て

「
空
有
無
擬
」
を
導
き
、
さ
ら
に
、

こ
の

「
空
有
無

擬
」
に
も
と
つ
い
て
六
根
の
は
た
ら
き
の
自
在
性
を
主
張
す
る
の
で
あ

る
。
吉
蔵
の
無
擬
の
思
想
が
、
こ
こ
で
は
空
と
有
の
無
擬
か
ら
六
根
の

は
た
ら
き
の
無
礫

へ
と
延
び
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
無
磯
の
思
想
の
教
証
と
し
て

『
維
摩
経
』
の
語
と

さ
れ
る

「
仏
世
尊
あ

つ
て
真
の
天
眼
を
得
、
悉
く
諸
法
を
見
る
に
、
二

(3
)

相
の
義
を
以
て
せ
ず
」
と
と
も
に
、
『
華
厳
経
』
の
「
眼
根
よ
り
三
昧
に

入
り
、
耳
根
に
正
受
よ
り
起

つ
。
眼
の
無
生
無
自
性
を
観
じ
て
、
空
寂

滅
に
し

て
無
所
有
な
り
と
説
く
」
と
い
う
こ
と
ば
が
引
か
れ
て
い
る
。

(4
)

吉
蔵

は

『
法
華

義

疏

』

に
お

い

て
も
、

六
根

の
無

擬

を

証

明

す

る

も

の

と

し

て
、

ほ

ぼ

同

じ

「
眼

よ
り

三

味

に

入

り
、

耳

よ

り

正

受

を

出

づ
。

眼

の
無

生

無

自

性

を

観

じ

て
、

空

寂
滅

に

し

て
無

所

有

な

り

と

説

く

」

を
引

く

の

で
あ

る

が
、

実

は

こ
れ

ら

の
文

は
、

『
華

厳

経

』

に

そ

の

ま

ま

の
形

で
示

さ

れ

て

い

る
わ

け

で
は

な

い
。

そ

れ

は
、

『
六

十

華

厳

』

賢

首

菩

薩

品

に
、

於
二眼
根

中

一入
二
正
受

於
二色
法

中
一
三
昧
起
。

示
二現

色
法

一不
思
議
、

一
切

天
人
莫

二能

知
殉
於
二
色
法
中
一
入
二
正
受

於
レ
眼
起
レ
定
念

不
レ
乱
。

観
ニ
眼
無

生
無
自
性

説

二
空
寂

滅
無
所
有

殉

於
二
耳
根
中

一
入
二正
受

哨
於
二
声
法
中

一三
昧
起
。

分

二別

一
切
諸
音
声

諸
天

世
人
莫
二
能
知

叩
於
二
声
法
中

一入
二
正
受
噛
於

レ耳
起
レ
定
念

不
レ
乱
。
観

二
耳
無

(
5
)

生
無
自
性

説
二空
寂
滅
無
所
有
司

云
々
と
説
か
れ
る
も
の
の
改
変

・
抄
出
な
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
経
典

で
は
、
三
昧
の
実
践
者
が
眼
と
そ
の
対
象
で
あ
る
事
物
、
耳
と
そ
の
対

象
で
あ
る
音
声
と
の
聞
を
自
由
に
出
入
し
て
、
眼
お
よ
び
耳

の
空
な
る

こ
と
を
観
察

・
説
示
す
る
と
い
わ
れ
る
。
吉
蔵
は
こ
れ
を
改
変
し
、
直

接
、
眼
と
耳
と
の
間
に
お
け
る
三
昧

の
出
入
の
自
在
を
説
き
、
眼
の
空

(
6
)

な
る
こ
と
を
の
べ
る
も
の
と
し
て
抄
出

・
引
用
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の

改
変
は
、
お
そ
ら
く
六
根

の
無
擬
を
端
的
に
証
す
る
た
め
に
行
な
わ
れ

た
の
で
あ
ろ
う
。
因
み
に
、
経
典
で
は
眼

・
耳

の
ほ
か
六
根
す

べ
て
に

お
け
る
三
昧
の
様
態
が
説
示
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
吉
蔵
が

と
く
に

「
眼
」
を
取
り
上
げ
た
背
景
に
は
、
眼
が
空
の
観
察
に
も

つ
と

も
親
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
が
六
根
の
第

一
に
挙
げ
ら
れ
る
こ

(
7
)

と
、
そ
し
て

『
華
厳
経
』
離
世
問
品
に

「無
擬
眼
」
を
含
む
十
眼
が
説

か
れ
る
こ
と
な
ど
が
存
し
よ
う
。
か
れ
が
こ
の
十
眼
に
関
心
を
も

つ
て

(
8
)

い
た

こ
と

は
、
『
法

華

義

疏

』
に

お

い
て

ポ

ピ

ュ
ラ

ー
な

五
眼

と

の
相

摂

が
論

ぜ
ら

れ

る

こ

と

に

よ

つ
て

知

ら

れ

る
。

吉

蔵

の

「
空
有

無

擬

」

の
思

想

は
、

も

と

も

と

一
つ

の
方

向

を

有

し

て

い
る
。

そ

の
こ

と

を

示

す

の
が
、

『
二
諦

義

』

の
、

言
レ
立
レ義
者
、

因
縁
無
擬

二
諦
。

如
二
中
論
所
説
幻
因
縁
所
生
法
、

我
説
二
即

是
空
殉
即
是
仮
名
、

即
是
中
道
。

横
竪
皆
無
擬
。

仮
即
中
、

即
竪
無
畷
。

二

不
レ畷

二
不
二
嚇
不

二
不
レ
擬
レ
ニ
。

二
為

二不

二
用

肉
不

二
為
二
二
用

因
縁
生

法
、
我
説

二即
是
空

噸
即
横
無
礫
。

有

不
レ
擬
レ
空
、

空
不
レ
擬
レ
有
、

有
為
二
空

用

哨
空
為
二有
用
幻
何
但
空
有

無
礫
.
。唯

就
二
有
中

一
切
法
無
擬
。

如
二
華
厳

-582-



所
ツ
弁
。

三
世
無
擬
、
浄
繊
長
短
仏
刹

無
擬
。

如
レ
此

無

擬
、

名

日
二
聖
諦
幻

菩
薩
得
二
無
擬

一者
、

非
下
是

諸
法
是
有
レ
擬
、
菩

薩
得

二
無
畷
観

令

二
諸
法
無

擬

納
得

二無
磯
通

使
中
諸
法
無
擬
加
良
由

二
諸
法

無
畷

一故
、

菩

薩

体
二
法
無

擬

幻
故
菩

薩
得

二無
擬
観

得
二無
擬
観

一故
、
得

二
無
擬
弁

(
得
二
無
擬

通

若

諸
法
有
レ
擬
、

菩
薩
得
二
無
擬
通

使
二
令
無
擬

著
、

菩

薩
則
有
二
過
罪

以
二

諸
法
自
無
礫

一故
、

菩
薩
得
二
無
擬
観

画
得
二
無
礫
通

得
二
無
擬
弁

一也
。

如
レ

(9
)

此
無
擬
故
、
名
二第

一
義
輯也
。

と
い
う

一
文
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
二
諦
の
本
質
を

「因
縁

の
無
擬
」
と

い
う
視
点
か
ら
解
明
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
い
ま
注
目
し
た
い
こ
と
は
、

(10
)

こ
こ
で
か
れ
が

『
中
論
』
の
い
わ
ゆ
る
三
諦
偶
を

「仮
即
中
」
の
竪
の

無
擬
と

「
有

(仮
)
即
空
」
の
横
の
無
擬
と
に
よ
つ
て
捉
え
、
後
者
か
ら

「空
有
無
擬
」
を
導
き
、
そ
の
上
で

「有
」
に
焦
点
を
合

わ
せ
、
『華

厳
経
』
を
教
証
と
し
て

「
一
切
法
無
擬
」
「
諸
法
無
擬
」
を
明
快
に
論
じ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
『
華
厳
経
』
の
思
想
を
踏
ま
え

つ
つ
、
か
れ
の
思

惟
が

「
空
有
無
擬
」
か
ら

「
一
切
法
無
擬
」
「諸
法
無
擬
」
へ
と
展
開
し

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
先
の

「
六
根
」
と
は
、
こ
の

「
一

切
法
」

の
主
体
的
方
面
に
ほ
か
な
る
ま
い
。
な
お
、

こ
の
中
に
引
用
さ

れ
る

『
華
厳
経
』

の
こ
と
ば
は
、
お
そ
ら
く
離
世
間
品

の
、

(
1
1
)

過
去

一
切
劫
、

安

二置
未
来
今
殉
未
来
現
在
劫
、

廻
二
置
過
去
世
叩

や
、

盧

舎

那

仏

品

の
、

一
切
諸
法
如
来
刹
、

広
大
方
便
入
二仏
界
殉
見
二
十
方
刹

一漸
次
至
、

国
土
不
レ

増
亦
不
レ
減
。

以

一二

国
土

一満
二十
方

蝋
十
方
入
レ
一
亦
無
レ
余
。

世
界
本
相
亦

(12
)

不
レ壊
。
無
比
功
徳
故
能
爾
。

な
ど
、
総
じ
て

『
華
厳
経
』
が

「
一
法
の
中
に
お
い
て
衆
多
の
法
を
解

(
1
3
)

し
、
衆
多

の
法

の
中
に

一
法
を
解
了
す
」
と
い
う
考
え
方
を
貫
く
こ
と

に
も
と
つ
い
た
要
約
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

と
も
あ

れ
吉

蔵
は
、

「有
」
の
次
元
に
お
け
る

一
切
法
の
無
擬

の
思
想
を

『
華
厳
経
』
に
明

確
に
見
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
華
厳
教
学
に
お
け
る

『華
厳
経
』
の
事
事
無
擬
的
把
捉
に
対
応
す
る
も
の
と
し
て
、
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
吉
蔵
は
、

一
切
法

の
無
擬
の
う
ち
、
と
く
に
初
期
に
は
三

世
の
無
擬
、
す
な
わ
ち
過
去

・
現
在

・
未
来
と
い
う
時
間
の
無
擬
に
関

心
を
払
つ
た
ら
し
い
。
例
え
ば

『
法
華
玄
論
』
に
は
、
こ
の
問
題
が
、

次
撞
論
三
二
世
無
畷
義
二
二
不
レ
一
、
一
不
レ三
。
不
レ三
不
レ
一
、得
レ為
三
一二

故
華
厳
経
云
。
現
在
為
二過
去

過
去
為
二現
在
哨
過
去
名
二現
在
過
去
{
現
在

名
二過
去
現
在

未
来
名
二現
在
未
来
殉
故
三
世
皆
是
因
縁
。
以
二過
去
是
現
在

過
去

過
去
得
レ為
二現
在

以
二現
在
是
過
去
現
在

現
在
得
レ為
二過
去
幻
未

来
亦
爾
。
又
三
世
得
レ為
二
一
世
二

世
得
レ為
二三
世

此
是

一
三
、
名
為
三
二

二

三
一
得
レ為
二不
三
二

如
下
現
在
現
在
為
二未
来
噛
未
来
為
中現
在
加
又
云
。

過
去
劫
摂
二現
在
劫
叫
現
在
劫
摂
二未
来
劫
而
長
劫
摂
二短
劫

短
劫
摂
二長
劫
幻

有
仏
劫
摂
二無
仏
劫

無
仏
劫
摂
二有
仏
劫

乃
至

一
劫
摂
二
一
切
劫

一
切
劫

摂
二
一
劫
殉
以
レ有
ニ因
縁
無
擬
一故
、
得
レ如
レ此
也
。
若
有
二定
性

何
猶
能
爾
。

即
此
経
説
。
滅
為
二不
滅

不
滅
為
レ滅
、
不
生
為
レ生
、
生
為
二不
生
殉
故
多

宝
滅
而
不
滅
、
並
釈
迦
生
而
不
生
。
此
皆
三
世
自
在
無
擬
之
義
也
。

問
。

一
世
云
何
得
二是
三
世
二
二
世
云
何
得
二是

一
世

三
世
時
節
相
礫
、
云

吉
蔵

の

「
無

擬
」

の
思
想
と

『
華
厳
経
』
(
木

村
)

五
九
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吉
蔵

の

「
無
擬
」

の
思
想

と

『
華
厳
経
』
(
木

村
)
 

六
〇

何
得
レ爾
耶
。
答
。
華
厳
云
。
無
量
劫

一
念
、
一
念
無
量
劫
。
無
レ来
無
二積
聚

而
現
二
諸
劫
事
殉
以
三法
無
二定
性
一故
。
菩
薩
得
ニ諸
法
実
相
鱒
所
以
能
如
レ此

也
。

問
。
此
猶
未
レ明
。
請
示
二其
相
殉
答
。
無
量
劫
亦
是
正
道
、
一
念
亦
是
正
道
。

正
道
既
不
レ異
、
無
量
劫

一
念
宣
異
哉
。
復
何
失
二
一
念
幻
無
量
劫
亦
非
二無
量

劫
聚
来
殉
一
念
亦
爾
。
無
量
劫
一
念
、
事
恒
不
レ失
也
。
肇
云
。
如
レ動
而
静
、

(
14
)

似
二去
来
相
幻
可
二以
レ神
会
嚇
不
レ可
二以
レ事
求
一也
。

と
、
詳
し
く
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
初
め
に
、
上
述
し

た

「
因
縁

の
無
擬
」
を
根
拠
と
し
て
、
主
に

『華
厳
経
』
に
依
り
つ
つ
、

一
切

の
時
間
の
相
即

・
相
摂
が
の
べ
ら
れ
る
。
引
用
さ
れ
る

『華
厳
経
』

(
15
)

の
文
は
、
離
世
間
品
に
説
か
れ
る
菩
薩

の

「
十
種

の
入
劫
」
や

「十
種

(16
)
)

の
説
三
世
」
、お
よ
び
初
発
心
菩
薩
功
徳
品
に
、
菩
薩
が
発
心
す
る
理
由

の

一
つ
に
関
し
て
、

欲
丁
知
ニ長
劫
即
是
短
劫
、
短
劫
即
是
長
劫
噛
知
二
一
劫
即
是
不
可
数
阿
僧
祇

劫
、
不
可
数
阿
僧
舐
劫
即
是
一
劫

知
二
一
切
有
仏
劫

知
二
一
切
無
仏
劫
画

知
三
一
仏
劫
中
有
二無
量
仏

知
三無
量
仏
劫
中
有
二
仏
画
知
三異
劫
中
有
二無

異
劫

知
三無
異
劫
中
有
二異
劫

知
二有
尽
劫
是
無
尽
劫

知
二無
尽
劫
是
有
尽

劫

知
二無
量
劫
即
是

一
念

知
二
一
念
即
是
無
量
劫
哨
知
三
一
切
劫
入
二無
劫

(17
)

知
丙
無
劫
入
乙
一
切
劫
甲
。

と
示
さ

れ
る
こ
と
な
ど
を
要
約
し
た
も
の
と

一
応
い
え
よ
う
。
だ
が
そ

れ
は
、
も
は
や
吉
蔵
自
身

の
立
場
に
溶
け
込
ん
で
し
ま

つ
て
い
る
。
総

じ
て
上

の
吉
蔵
の
三
世
無
礫
の
思
想
に
は
、
時
間
論
と
し
て
華
厳
教
学

の
代
表
的
な
思
想
体
系
の

一
つ
で
あ
る
十
玄
門

中
の

「
十
世
隔
法
異
成

(18
)

門
」
に
比
肩
し
う
る
だ
け
の
厚
み
が
存
す
る
よ
う
に
筆
者
に
は
思
わ
れ

る
。さ

て
そ
の
思
想
は
、
次
に
二
つ
の
問
答
を
通

し
て
よ
り
明
確
に
さ
れ

る
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
第

一
の
問
答
に
お
い
て
、

一
世
が
そ
の
ま
ま
三

世
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
法
そ
の
も
の
に
固
定
性

・
実
体
性
が
な
い

こ
と
を
根
拠
と
し
て
主
張
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
中
で
、
先
に
引
用
し

た

『
華
厳
経
』
初
発
心
菩
薩
功
徳
品
の

「
無
量
劫
即
是

一
念
、

一
念
即

是
無
量
劫
」
の
教
説
が
、
論
理
の
展
開
上
、
決
定
的
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

第
二
の
問
答

は
、
こ
の

「
一
念
即
是
無
量
劫

」
の
教
説
の
正
当
性
に

関
し
て
、
吉
蔵
独
自
の
解
釈
を
行
な
つ
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
吉

蔵
は
、
無
量
劫
も

「
正
道
」
で
あ
り
、

一
念
も

「
正
道
」
で
あ
る
か

ら
、
無
量
劫
と

一
念
と
は
異
な
ら
な
い
。
ま
た
、
だ
か
ら
と
い
つ
て
、

一
念
を
失
す
る
こ
と
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
無
量
劫
と
は
、
無
量
の
劫

の
集
ま
り
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

一
念
に
つ
い
て
も
、

そ
れ
と
同
じ

で
あ
る
。
無
量
劫
の
ま
ま
に

一
念
で
あ
る
と
い
う

こ
と
は
、
明
白
な
事

実
で
あ
る
、
と
の
べ
る
。
そ
し
て
、
現
象
に
と
ら
わ
れ
ず
、
根
本
的
な

(
1
9
)

真
実
を
体
得
す
べ
き
こ
と
を
『
肇
論
』
を
引
い
て
強
調
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
吉
蔵
の
、

一
念
と
無
量
劫
と
の
相
即
の
思
想
は
、
先
の

『
二
諦
義
』
自
身
に
お
い
て
も
示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

華
厳
何
意
云
二
一
念
無
量
劫
、
無
量
劫

一
念
一耶
。
体
レ道
故
如
レ此
。
何
者
、
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一
念
即
是
道
、
無
量
劫
亦
是
道
。
故
無
量
劫
即
一
念
。
何
以
故
。
無
擬
道
故
。

体
二無
擬
道
一故
、
得
二無
擬
用
殉
一
念
無
量
劫
、
無
量
劫
一
念
。
無
量
劫

一
念
、

非
二
一
念
殉
一
念
無
量
劫
、
非
二無
量
劫

非
二
一
念
噛
非
二無
量
劫
納
而

一
念

無
量
劫
。
此
中
、
横
竪
無
畷
具
足
故
。
経
云
。
一
申
解
二無
量
画
無
量
申
解
レ

(20
)

一
也
。

と
あ
る

の
が
そ
れ
で
あ
る
。
文
末
に

「
経
に
云
く
」
と
し
て
引
か
れ
る

(
21
)

こ
と
ば
も

『
華
厳
経
』
の
如
来
光
明
覚
品
に
出
る
も
の
で
あ
る
が
、

こ

こ
で
は
、
無
擬
な
る

「
道
」
に
も
と
つ
い
て
無
量
劫
と

一
念
の
相
即
が

説
か
れ

る
わ
け
で
あ
る
。

こ
の

「
道
」
が
上
の

「
正
道
」
と
同

一
で
あ

る
こ
と

は
間
違
い
あ
る
ま
い
。
吉
蔵
は
、
時
間
の
無
擬

の
根
底
に
、
は

(2
2
)

つ
き
り

と
道
そ
の
も
の
、
『
三
論
玄
義
』
の
語
を
借
り
れ
ば
、
「
清
浄
に

し
て
更
に
二
道
な
き
」

一
中
道
を
見
て
い
る
の
で
あ
る
。

思
う
に
、
吉
蔵
の
無
擬

の
思
想
の
基
本
は
、

一
々
の
存
在
が
空
の
ま

ま
に
有

で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
す
な
わ
ち

「
空
有
無
擬
」
で
あ
る
。

こ

の
上
に
、

六
根
の
無
擬
、

い
わ
ば
主
体
的
活
動
の
無
擬
と
時
間
の
無
擬

を
含
む

一
切
法
の
無
擬
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
無

擬
を
根
本
的
に
支
え
て
い
る
も
の
は
、
お
そ
ら
く
八
不
中
道
、
あ
る
い

は
二
諦
中
道
と
名
づ
け
る
こ
と
の
で
き
る

「
道
」
そ
の
も
の
で
あ
る
。

「道
」
そ
の
も
の
の
無
擬
性
で
あ
る
。
吉
蔵
に
お
い
て
は
、
す

べ
て
の

無
磯
は
そ
れ
に
も
と
つ
い
て
成
立
す
る
と
考

え
ら
れ
て

い
た
の
で
あ

る
。
そ
し
て
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
か
れ
の
無
擬
の
思
想
の
形
成
に
対
し

て
、
『
華
厳
経
』
は
ほ
ぼ
そ
の
全
体
に
わ
た
つ
て
抜
き
さ
し
な
ら
な
い
影

響

を
与

え

て

い
る
。

わ
れ

わ

れ

は
、

吉

蔵

の
根

本

思

想

と

『
華
厳

経

』

と

の
関

係

を

改

め

て
見

直

す

必

要

を
強

く
感

ず

る

の
で
あ

る
。

1

『
法
華
遊
意
』
(
大
正
三
四
、

六
三
四
下
)
、『
法
華

玄
論
』

一
(
同
、
三
六

六
中
-
下

)

な
ど
参
照
。

2

『
中
論
疏
』

四
末

(
大
正
四
二
、

六
二
下
)
。

3

正

し
く
は

「
仏
世
尊
あ

つ
て
、
真

の
天
眼
を
得
、

常
に
三
昧
に
在

つ
て

悉
く
諸
仏
国
を
見
る
に
、

二
相
を
以

て
せ
ず
」

(
『
維
摩
経
』
上
、

大
正

一

四
、

五
四

一
中
)

で
あ
る
。

吉
蔵
が

「
諸
仏
国
」

を

「
諸
法
」

と
変
え
て

引
用

し
て
い
る
点
に
と
く

に
注
意
さ
れ
た

い
。

4

『
法
華
義
疏
』

一
一

(
大
正
三
四
、

六

一
五
下
)
。

5

『
六
十
華
厳
』
七

(
大
正
九
、

四
三
八
下
)
。

6

吉
蔵

は

『
法
華
玄
論
』
七

(
大
正
三
四
、
四

一
九
下
)
で
は
、
上
の

『
華

厳
経
』
の
文

に
手
を
加

え
て
自

ら
の
文
章

の

一
部

と
し
、
「
又
菩
薩

は
眼
よ

り
三

昧
に
入
り
、
耳

よ
り
正
受

を
出

で
、
眼

の
無
生

を
観
じ
て
空
非
有
な

り

と
説

く
」

と

の
べ
る
。

7

『
六
十
華
厳
』
四

一

(
大

正
九
、

六
五
七
下
)
。

8

『
法

華
義
疏
』
四

(
大

正
三
四
、

五
〇

七
中
)
。

9

『
二
諦
義
』

上

(
大
正
四
五
、

八
五
中
)
。

10

『
中
論
』

四

(
大
正
三
〇
、

三
三
中
)
。
正

し
く
は

「
衆
因
縁
生
法
、

我

説
二
即

是
無
殉
亦
為
二
是
仮

名
噛
亦
是
中
道
義
」

で
あ
る
。

11

『
六
十
華
厳
』
四
三

(
大

正
九
、

六

七
四
中
)
。

12

同
、

四

(
同
、

四

一
四
中
)
。

13

同
、

二
八

(
同
、
五
八
○

下
)
。

14

『
法
華
玄
論
』
九

(
大
正
三
四
、

四
四

一
上
-

中
)
。

吉
蔵

の

「
無

磯
」

の
思
想

と

『
華

厳
経
』
(
木

村
)

六

一
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吉
蔵

の

「無
磯
」

の
思
想

と

『
華
厳
経
』
(木

村
)
 

六
二

15

原
文
は
次

の
通

り
で
あ

る
。
「
仏
子
。

菩
薩
摩
詞
薩
、
有

二十
種
入
劫
鱒

何
等
為
レ
十
。
所
謂

入
二
過
去
劫

入
二
未
来
劫

哨
入
二
現
在
劫

入
二
可
数
劫

画

入
二
不
可
数
劫

入
二
可
数
不
可
数
劫

哨
入
二不
可
数
可
数
劫

入
二
一
切
劫

非
劫

入
二非
劫

一
切
劫

唖
入

二
一
切
劫
即
是

一
念
殉
仏
子
。
是
為
二
菩

薩
摩

詞
薩
十
種
入
劫
殉
因
二
此
十
種

入
劫

州
則
能
普
入
二
一
切
諸
劫
」

(『
六
十
華

厳
』
三
七
、
大

正
九
、

六

三
四
上
)
。

16

す
な
わ
ち
、
「
仏

子
。
菩
薩
摩

詞
薩
、

有
二
十
種
説

三
世
殉
何
等

為
レ
十
。

所
謂
過
去
世
説

二過

去
世

過
去

世
説
二
未
来
世
{
過
去
世
説
二
現
在
世
袖
未

来
世
説
二
過
去
世

画
未
来

世
説

二現

在
世

州
未
来
世
説
二
無
尽

現
在
世
説
二

未
来
世
{
現

在
世
説

二過
去

世

現

在
世
説
二
平
等

現
在
世
説
二
三
世
即

一

念
殉
仏
子
。
是
為
二
菩
薩
摩

詞
薩
十
種
説

三
世
鱒
因
二
此
十
種
説
三
世

則

能
普
説
二
一
切
三
世
一」

(『
六
十
華
厳
』

三
七
、
大
正
九
、
六
三
四

上
-
中

)

と
あ
る
教
説

で
あ
る
。

17

『
六
十
華
厳
』
九

(
大

正
九
、

四
五

一
上
)
。

18

『
一
乗
十
玄
門
』

(
大
正
四
五
、

五

一
七
上
)
、
『
五
教
章
』

四

(
大

正
四

五
、

五
〇

六
下
)

な
ど
。

19

『
肇
論
』
物

不
遷
論

(
大
正
四
五
、

一
五

一
中
)
の
原

文
は
、
「
若
レ
動
而

静
、

似
レ
去
而
留
。

可
二
以
レ
神
会
噛
難
二
以
レ
事
求
一」

で
あ
る
。

20

『
二
諦
義
』

中

(
大
正
四
五
、

九
五
下
-
六

上
)
。

21

『
六
十

華
厳
』

五

(
大

正
九
、

四
二
三
上
)
。

22

『
三
論

玄
義
』

(大

正
四
五
、

一
四
中
)
。
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